
1

タ

イ

ト

ル:

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

44

ほ

う

れ

ん

草

の

白

和

え

登

場

人

物:
ト

ム

(30
代

前

半

、

男)
-

『

た

い

焼

き

ト

ム

』
の

店

主

。
エ

ン

タ

メ

精

神

旺

盛

な

ア

メ

リ

カ

人

。
ユ

ニ

ー

ク

な

た

い

焼

き

を

作

る

の

が

趣

味

。

魚

住

(20

代

前

半

、

女)
-

『

た

い

焼

き

ト

ム

』
の

バ

イ

ト

店

員

。
真

面

目

で

心

配

性

だ

が

、
た

い

焼

き

愛

か

ら

ト

ム

を

サ

ポ

ー

ト

す

る

。

常

連

客

た

ち

-

個

性

豊

か

な

客

た

ち

が

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

に

集

う

。

新

規

客

た

ち

-

初

め

て

訪

れ

る

客

た

ち

が

奇

妙

な

た

い

焼

き

に

困

惑

。



2

第

一

幕:

た

い

焼

き

ト

ム

の

新

商

品

発

表

！

シ

ー

ン

1
:

た

い

焼

き

ト

ム

の

店

内

(

店

内

に

は

陽

気

な
B
G
M

が

流

れ

、

カ

ウ

ン

タ

ー

で

は

ト

ム

が

エ

プ

ロ

ン

姿

で

テ

ン

シ

ョ

ン

高

く

何

か

を

こ

ね

て

い

る)

ト

ム:
(

興

奮

気

味)

「

レ

デ

ィ

ー

ス

＆

ジ

ェ

ン

ト

ル

メ

ン

！

つ

い

に

、

待

ち

に

待

っ

た

新

商

品

が

登

場

だ

！

」

魚

住:
(

警

戒

し

な

が

ら)

「

ま

た

変

な

も

の

作

っ

た

ん

で

す

か

？

」

ト

ム:
(

胸

を

張

っ

て)

「

変

な

も

の

じ

ゃ

な

い

！

こ

れ

は…
“

ヘ

ル

シ

ー

＆

ジ

ャ

パ

ニ

ー

ズ

＆

サ

プ

ラ

イ

ズ”

な

た

い

焼

き

さ

！

」

魚

住:
(

た

め

息)

「

そ

の

組

み

合

わ

せ

が

一

番

危

険

な

ん

で

す

よ…

で

、

何

を

入

れ

た

ん

で

す

か

？

」



3

(

ト

ム

が

得

意

げ

に

た

い

焼

き

を

掲

げ

る

。
中

身

は

緑

色

の

ペ

ー

ス

ト

が

詰

ま

っ

た

た

い

焼

き)
ト

ム:
「

名

付

け

て

！
『

ほ

う

れ

ん

草

の

白

和

え

た

い

焼

き

』

！

！

！

」
(

沈

黙

が

流

れ

る

。
カ

ウ

ン

タ

ー

に

い

た

常

連

客

た

ち

が

ざ

わ

め

く)

常

連

客

1:

「

え…

ほ

う

れ

ん

草

？

白

和

え

？

」

常

連

客

2:

「

た

い

焼

き

っ

て…

普

通

甘

い

も

ん

じ

ゃ…

」

魚

住:

「

こ

れ

は

ま

た…

売

れ

る

ん

で

す

か

ね…

？

」

ト

ム:

「

ど

う

し

て

売

れ

な

い

と

思

う

ん

だ

？

ヘ

ル

シ

ー

で

、

ク

リ

ー

ミ

ー

で

、

し

か

も

ジ

ャ

パ

ニ

ー

ズ

ト

ラ

デ

ィ

シ

ョ

ナ

ル

フ

ー

ド

！

」

魚

住:

「

た

い

焼

き

に

求

め

ら

れ

て

る

の

は

そ

こ

じ

ゃ

な

い

気

が

し

ま

す

け

ど…

」



4

(

ト

ム

は

ま

っ

た

く

気

に

せ

ず

、
ド

ヤ

顔

で

焼

き

上

げ

る)
第

二

幕:

味

見

タ

イ

ム

と

試

行

錯

誤

シ

ー

ン

2
:

魚

住

の

試

食

(

カ

ウ

ン

タ

ー

で

、
魚

住

が

恐

る

恐

る

た

い

焼

き

を

手

に

取

る)

魚

住:

「…

見

た

目

は

普

通

の

た

い

焼

き

な

ん

で

す

け

ど…

」

ト

ム:

「

さ

ぁ

、

勇

気

を

持

っ

て

食

べ

る

ん

だ

、

魚

住

！

」

(

魚

住

が

一

口

か

じ

る

。
沈

黙

。
も

ぐ

も

ぐ

と

咀

嚼

し

な

が

ら

、

表

情

が

曇

る)

魚

住:

「…

こ

れ

は…
…

な

ん

と

い

う

か…
…

す

ご

く…
…

ヘ

ル

シ

ー

で

す

ね…
…

」



5

ト

ム:

「

イ

エ

ス

！

ヘ

ル

シ

ー

！

」

魚

住:
「

た

い

焼

き

と

し

て

ど

う

な

ん

で

す

か…

」

(

常

連

客

た

ち

も

興

味

津

々

で

試

食

す

る)

常

連

客

1:

「

あ

れ

？

意

外

と…

悪

く

な

い

？

」

常

連

客

2:

「

う

ー

ん…

甘

い

の

か

、

し

ょ

っ

ぱ

い

の

か…

ど

っ

ち

つ

か

ず

な

感

じ

が…
？

」

ト

ム:

「

フ

ァ

ニ

ー

だ

か

ら

O
K

！

」

魚

住:

「

そ

の

理

論

、

も

う

通

用

し

な

い

で

す

よ…

」

(

し

か

し

、
ト

ム

は

意

に

介

さ

ず

、
看

板

メ

ニ

ュ

ー

に

す

る

こ

と

を

決

定)

第

三

幕:

お

客

さ

ん

の

飯

テ

ロ

！

シ

ー

ン

4
:

た

い

焼

き

を

食

べ

る

客

た

ち
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(

店

内

は

す

で

に

大

混

雑

。
様

々

な

客

た

ち

が

テ

ー

ブ

ル

で
『

ほ

う

れ

ん

草

の

白

和

え

た

い

焼

き

』

を

手

に

し

て

い

る)

常

連

客

1:
「…
お

、

お

い…

な

ん

だ

こ

の

た

い

焼

き…

？

」

(

恐

る

恐

る

た

い

焼

き

を

割

る

と

、
中

か

ら

は

と

ろ

り

と

し

た

白

和

え

が

溢

れ

出

る

。
そ

の

瞬

間

、

店

内

に

神

々

し

い

光

が

差

し

込

む

演

出)

常

連

客

2:

「

こ

れ

は…

！
？

甘

い

の

か

！
？

し

ょ

っ

ぱ

い

の

か

！

？

」

(

客

た

ち

が

一

斉

に

か

じ

る

。
そ

の

瞬

間

、
世

界

が

ス

ロ

ー

モ

ー

シ

ョ

ン

に

な

る

！)

(

カ

ッ

ト

イ

ン:

口

の

中

で

広

が

る

味

の

イ

メ

ー

ジ

。

ほ

う

れ

ん

草

の

ほ

ろ

苦

さ

、

胡

麻

の

香

ば

し

さ

、

絶

妙

な

甘

さ

の

白

和

え

が

口

い

っ

ぱ

い

に

広

が

る

。)
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常

連

客

1:

「

な

、

な

ん

だ

こ

れ

は

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

！

！

！

？

？

？

」

(

店

内

に

雷

鳴

が

轟

き

、
客

の

背

後

に

天

使

が

舞

い

降

り

る)

新

規

客:

「

こ

れ

は…
い

や…

こ

ん

な

の…

！
！
！
」

(

カ

ッ

ト

イ

ン:

客

の

視

界

が

宇

宙

へ

と

変

わ

る

。

彼

ら

は

た

い

焼

き

を

食

べ

な

が

ら

銀

河

を

飛

び

交

い

、
無

重

力

空

間

で

浮

遊

す

る

演

出

！)

常

連

客

3:

「

甘

み

と

塩

味

の

完

璧

な

バ

ラ

ン

ス…

！

！

！

」

(

カ

ッ

ト

イ

ン:

目

を

見

開

い

た

客

の

表

情

。
背

景

に

は

炎

が

燃

え

上

が

り

、

目

か

ら

光

が

放

た

れ

る)

O
L

客:

「

ダ

イ

エ

ッ

ト

中

な

の

に…

！

止

ま

ら

な

い…

！

！

」
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サ

ラ

リ

ー

マ

ン:

「

食

感

の

革

命

だ…

外

は

パ

リ

パ

リ

な

の

に

中

は

な

め

ら

か…

！

」

(

店

内

に

い

る

全

員

が

狂

っ

た

よ

う

に

た

い

焼

き

を

貪

り

食

う

。

店

内

の

温

度

が

上

昇

、

熱

気

が

充

満

す

る)

ト

ム:

「H
A
H
A
H
A

！

み

ん

な

、

感

じ

て

い

る

ね

！

？

こ

れ

は

新

時

代

の

た

い

焼

き

さ

！

」

魚

住:

「

な

ん

な

の

こ

の

カ

オ

ス…
！

」

(

奥

の

席

に

座

る

老

人

が

震

え

な

が

ら

呟

く)

老

人:

「…

ま

る

で…

戦

後

、

初

め

て

食

べ

た

母

の

白

和

え

の

よ

う

じ

ゃ…

」

(

一

筋

の

涙

が

頬

を

伝

う

。
そ

の

瞬

間

、
店

内

に

風

が

吹

き

抜

け

る)

(

カ

メ

ラ

が

上

昇

し

、
た

い

焼

き

を

食

べ

る

客

た

ち

の

熱

狂

的

な

様

子

が

映

し

出

さ

れ

る

。

つ

い

に

、

全

員

が

完

食)



9

常

連

客

1:

「…
…

…

（

震

え

な

が

ら

）

お

か

わ

り

く

だ

さ

い…

」

(

店

内

、

爆

発

的

な

歓

声

が

上

が

る

！)

第

四

幕:

迷

え

る

漫

画

家

と

奇

跡

の

た

い

焼

き

シ

ー

ン

5
:

漫

画

家

・
三

谷

の

来

店

(

店

内

。
喧

騒

が

収

ま

り

始

め

た

午

後

、
ボ

サ

ボ

サ

頭

の

男

が

疲

れ

た

様

子

で

入

店

す

る)

三

谷:
(

た

め

息)

「…

新

連

載

の

ネ

タ

が

出

な

い…

締

め

切

り

も

迫

っ

て

る…

も

う

俺

の

漫

画

家

人

生

も

終

わ

り

か…

」

(

カ

ウ

ン

タ

ー

に

座

り

、

メ

ニ

ュ

ー

を

見

る

が

、

目

が

死

ん

で

い

る)

魚

住:

「

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

せ

。

ご

注

文

は

？

」
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三

谷:
(

ぼ

そ

っ

と)

「…

な

ん

で

も

い

い

で

す…

」

(

ト

ム

が

す

か

さ

ず

飛

び

出

し

て

く

る)

ト

ム:

「

な

ら

ば

！

君

に

は

コ

レ

だ

！

！

」

(

ト

ム

、
豪

快

に
『

ほ

う

れ

ん

草

の

白

和

え

た

い

焼

き

』

を

置

く

。

神

々

し

い

光

が

差

し

込

む

演

出)三

谷:

「…
…

ほ

う

れ

ん

草

？

」

魚

住:

「…
…

白

和

え

で

す

」

(

三

谷

、
や

る

気

の

な

い

ま

ま

一

口

か

じ

る

。
す

る

と

ー

ー)

三

谷:

「…
…

…
…

！

！

」

(

衝

撃

が

走

る

！)

三

谷:

「

う

お

お

お

お

お

お

お

お

お

！

！

！

！

！

こ

れ

は…

！

」
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(

突

然

、
雷

鳴

が

轟

く

よ

う

な

効

果

音

！
三

谷

の

頭

上

に

雷

が

落

ち

た

か

の

よ

う

な

演

出

！

！)
三

谷:
「

こ

の

優

し

い

甘

さ…

！
ほ

う

れ

ん

草

の

ほ

ろ

苦

さ

が

、

ま

る

で…

！

人

生

の

苦

み

の

中

に

光

る

希

望…
！

」

(

カ

ッ

ト

イ

ン:

三

谷

の

脳

内

。
白

黒

の

漫

画

調

で

、

た

い

焼

き

か

ら

放

た

れ

る

神

々

し

い

光

が

彼

を

包

み

込

む

。

天

使

の

合

唱

が

響

く)

三

谷:

「

こ

の

、
予

想

外

の

味

の

展

開…
！
甘

さ

と

し

ょ

っ

ぱ

さ

が

せ

め

ぎ

合

い

、

最

終

的

に

包

み

込

む

よ

う

な

優

し

さ…

！

ま

る

で

少

年

漫

画

の

黄

金

展

開

ッ

ッ

ッ

！

！

」

(

涙

が

滲

む)

三

谷:

「

見

え

た…

新

連

載

の

ネ

タ

が…
…

！

」

魚

住:

「

え

、

そ

ん

な

大

袈

裟

な…

」
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三

谷:

「

大

袈

裟

じ

ゃ

な

い

！

！

こ

れ

は…
…

こ

れ

は

『

た

い

焼

き

バ

ト

ル

漫

画

』

だ

！

！

」

(

突

然

、
ノ

ー

ト

を

取

り

出

し

、
ス

ケ

ッ

チ

し

始

め

る

三

谷

。

目

が

完

全

に

覚

醒

し

、

瞳

孔

が

開

い

て

い

る)

ト

ム:

「

オ

ー

マ

イ

ガ

ー

！
新

連

載

の

誕

生

だ

！
！
」

魚

住:

「

こ

ん

な

こ

と

で…

？

」

(

三

谷

、
感

極

ま

っ

て

立

ち

上

が

り

、
た

い

焼

き

を

握

り

し

め

る)

三

谷:

「

こ

れ

は…

こ

れ

は

た

だ

の

た

い

焼

き

じ

ゃ

な

い…

ま

る

で…
“

宿

命

の

一

戦”

！

」

(

漫

画

の

よ

う

に

周

囲

に

炎

が

燃

え

上

が

る

演

出)第

五

幕:

た

い

焼

き

ト

ム

、
漫

画

に

な

る

！
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シ

ー

ン

6
:

衝

撃

の

漫

画

化

発

表

！

(
数

週

間

後

。
店

の

テ

レ

ビ

に

ニ

ュ

ー

ス

が

流

れ

る)

T
V

ア

ナ

ウ

ン

サ

ー:

「

今

話

題

の

新

連

載

！
『

バ

ト

ル

た

い

焼

き

職

人

ト

ム

』

が

週

刊

漫

画

誌

で

連

載

決

定

！

」

(

店

内

の

常

連

た

ち

が

ど

よ

め

く)

常

連

客

1:

「

え

、

あ

の

た

い

焼

き

屋

が

漫

画

に

？

」

常

連

客

2:

「

マ

ジ

か

よ…

！
ト

ム

が

主

人

公

！
？

」

(

ト

ム

、

嬉

々

と

し

て

飛

び

上

が

る)

ト

ム:

「Y
E
E
E
E
S
!!

夢

が

叶

っ

た

ァ

ァ

ァ

ァ

ァ

ァ

！

！

」

(

魚

住

、

新

聞

の

連

載

告

知

を

見

て

目

を

こ

す

る)
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魚

住:

「

ほ

ん

と

に…

漫

画

に

な

っ

て

る…
…

！
！
」

(
エ

ン

ド

ロ

ー

ル

風

に

、
連

載

開

始

の

カ

ッ

ト

が

流

れ

る)

(

タ

イ

ト

ル
『

バ

ト

ル

た

い

焼

き

職

人

ト

ム

』
の

第

1

話

の

扉

絵:
炎

を

背

負

い

な

が

ら

た

い

焼

き

を

焼

く

ト

ム

の

姿

。

バ

ッ

ク

に

は

巨

大

な

た

い

焼

き

龍

が

描

か

れ

る)

魚

住:
(

呆

れ

な

が

ら

微

笑

ん

で)

「…
…

ま

ぁ

、

い

っ

か

」

(

エ

ン

ド

シ

ー

ン:

店

の

前

に

は

さ

ら

に

行

列

が

伸

び

、

賑

わ

い

が

増

す

。

天

か

ら

降

り

注

ぐ

光

に

包

ま

れ

る

『

た

い

焼

き

ト

ム

』)

(

完)
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